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序　　　　　文序　　　　　文序　　　　　文序　　　　　文序　　　　　文

　ベトナム社会主義共和国バックマイ病院プロジェクトは、北部中核病院であるバックマイ病院

の機能向上及びベトナム北部地域全体の医療サービスの質の向上をめざして、平成12年１月から

５年間の協力期間で開始されました。

　今般、プロジェクト開始から約３年が経過しており、国際協力事業団はベトナム社会主義共和

国関係者と合同でプロジェクトのこれまでの活動実績及び進捗状況を把握し、今後のプロジェク

トの方向性を検討することを目的として、平成14年11月17日から11月30日までの日程で、国立国

際医療センター病院長 小堀 鴎一郎氏を団長とする中間評価調査団を派遣しました。

　本報告書は、上記調査団の調査結果を取りまとめたものです。ここに、本調査にご協力を賜り

ました関係各位に深甚なる謝意を表しますとともに、今後とも本件技術協力の成功のため、引き

続きご指導、ご協力を頂けますようお願い申し上げます。

　平成15年１月
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第１章　中間評価の概要第１章　中間評価の概要第１章　中間評価の概要第１章　中間評価の概要第１章　中間評価の概要

１－１　中間評価調査団派遣の経緯と目的

　ベトナム社会主義共和国（以下、「ベトナム」と記す）では、保健医療の質及び保健医療ネットワー

クの改善が最重要課題としてあげられており、これに基づき、地方への裨益効果を前提とした基

幹病院の整備が重視されている。バックマイ病院（BMH）は1911年にフランスにより設立されて以

来、内科系を中心としたトップレファラルの総合病院として、ベトナム北部における住民の保健

衛生に貢献してきた。同病院は診療に加え、教育・研修、研究、地方の医療機関に対する指導等

の使命も担っているが、施設・機材の老朽化、病床数の不足、職員のトレーニング不足、管理能

力の不備等の問題のために十分な機能が果たせない状態である。このため、ベトナム政府は、バッ

クマイ病院の機能を向上させ、国全体のトップレファラル病院の一つとして十分な機能を果たす

ようになることを目的とした技術協力を我が国に要請し、2000年１月10日からバックマイ病院の

機能強化のためのプロジェクトが開始された。現在は長期専門家５人及び短期専門家３人が派遣

されており、主な協力活動内容は、①バックマイ病院の病院管理能力の向上、②臨床医学の診断・

治療技術の向上、③看護管理能力の向上、④検査室管理能力・検査技術の向上、⑤地域医療指導

能力の向上等である。

　プロジェクトが開始してから２年10か月が経過し、協力も中盤を迎えるため、これまでの活動

進捗状況を把握し、中間評価を行ったうえで、今後のプロジェクトの方向性についてベトナム側

と協議し、今後の活動に対する助言を行うことを目的とする中間評価調査団を派遣した。

　上記調査団は、以下の４項目について調査を実施した。

（１） プロジェクト関係者（ベトナム側カウンターパート及び関係機関並びに専門家チーム）との

意見交換、並びに活動現場の視察により、プロジェクトの進捗状況の確認と課題、問題点の把

握を行う。

（２） ベトナム側との協議を通じて、現在までの活動状況を合同でレビューするとともに、目標

と活動内容の整合性を検討する。

（３） （１）、（２）を踏まえて当初計画の見直しと調整を行い、今後の活動計画を策定する。

（４） 一連の調査、協議を通じて双方で合意した事項について、ミニッツに取りまとめる。
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１－２　調査団の構成

１－３　調査日程

　期間：2002年11月17日～同年11月30日

１－４　主要面談者

（１） 保健省（MOH）

　　　チャン　チョン　ハイ

Dr. Tran Trong Hai Director General, Department of International

Cooperation

　　　チャン　ティ　ザン　　フォン

Ms. Tran Thi Giang Huong Expert, Department of International Cooperation

（２） 計画投資省

　　　グエン　　　スアン　ティエン

Mr. Nguyen Xuan Tien Expert, Foreign Economics Relations Department

担当分野 氏　名 所　属

団長／総括 小堀　鴎一郎 国立国際医療センター 病院長

プロジェクト管理 建野　正毅 国立国際医療センター 国際医療協力局 派遣協力第一課 課長

看護管理 山西　文子 国立国際医療センター 看護部長

協力企画 竹内　清佳 国際協力事業団 医療協力部 医療協力第一課

評価分析 渡辺　博 東洋エンジニアリング株式会社 コンサルタント部

日順 月　日 曜日 調　査　内　容

１ 11月17日 日 コンサルタント団員移動（JL731 成田 9:50発→香港→ハノイ 16:05着）

２ 11月18日 月 プロジェクト専門家・JICA事務所・バックマイ病院との協議

３ 11月19日 火 関係者への情報収集（進捗状況取りまとめ）

４ 11月20日 水 ワークショップ実施（第１回）

５ 11月21日 木 ワークショップ結果取りまとめ

６ 11月22日 金 情報収集、合同中間評価報告書ドラフト作成

７ 11月23日 土 合同中間評価報告書ドラフト作成

８ 11月24日 日 官団員移動（JL731 成田 9:50発→香港→ハノイ 16:05着）
前半調査結果の情報共有

９ 11月25日 月 専門家との打合せ、JICA事務所・保健省・計画投資省訪問

10 11月26日 火 Ha Nam省総合病院視察

11 11月27日 水 午前　ワークショップ実施（第２回）
午後　合同評価の協議、中間合同評価報告書の作成

12 11月28日 木 合同調整委員会の開催

13 11月29日 金 午前　ミニッツ署名・交換
午後　保健省、計画投資省、日本国大使館、JICA事務所への報告

14 11月30日 土 帰国（JL766 ハノイ 7:55発→成田 14:25着）
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（３） バックマイ病院

　　　　チャン　クィ

Prof. Tran Quy Director General

　　　　　　　　　グエン　　　チ　　フィ

Assoc. Prof. Nguyen Chi Phi Vice Director

　　　グエン　　クオク　トゥオン

Dr. Nguyen Quoc Tuan Head of General Planning Department (GPD)

　　　チャン　トイ　　ハン

Dr. Tran Thuy Hanh Head of Personnel Department

　　　グエン　　　ティ　ガー

Dr. Nguyen Thi Nga Head of Direction Office of Health Care

Activities at Provincial and Lower Levels (DOHA)

　　　　 ゴ　　ティ　グアン

Mrs. Ngo Thi Ngoan Head of Nursing Service Department

　　　ダン　　ゴック　ディン

Dr. Dang Ngoc Dinh Vice Head, Medical Equipment and Material

Department

　　　グエン　　　ゴック　ヒエン

Mr. Nguyen Ngoc Hien Head of Finance and Accounting Department

　　　グエン　　　トゥ　ホ

Dr. Nguyen Thu Ho Head of Gastroenterology Department

　　　グエン    ダット アイン

Dr. Nguyen Dat Anh Head of Emergency Department

　　　ファム　ティ　ホン　　ホア

Dr. Pham Thi Hong Hoa Head of Endocrinology and Diabetes Department

　　　グエン　　　ザー　ビン

Dr. Nguyen Gia Binh Head of ICU Department

　　　グエン　　　ティ　フォン

Ms. Nguyen Thi Huong Staff of GPD (Group of Secretariats and Foreign

Affairs)

（４） 専門家

金川　修造 チーフアドバイザー

河村　恵子 業務調整

隅田　一明 教育・啓発（IEC）

實吉　佐知子 看護管理

田中　雅子 公衆衛生

白濱　訓孝 病院管理（情報）
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（５） 在ベトナム日本国大使館

Miyagawa Kenji 一等書記官

菊森　佳幹 二等書記官

（６） JICAベトナム事務所

金丸　守正 所　長

戸川　正人 次　長

林　由紀 所　員

小林　一之 企画調査員

１－５　調査項目・評価手法

（１） 評価手法

　本プロジェクトでは、1999年10月の実施協議調査団によりベトナム側に対し、プロジェク

トの計画、運営について相互の合意を得ることを目的としてPDMを適用する提案が行われ、

協議の結果、PDMが作成された（PDM0）。

　PDMは、その性格上、プロジェクトの進行に合わせ、関係者の合意の下、改善や修正され

ていくのが通常のプロセスである。本プロジェクトでは、2001年３月に指標を見直してPDM

が改訂された（PDM1）後、2002年９月にPDMが再度改訂された（PDM2）。この際の主要変更点

は以下の２点であった。

①　IECに関する活動を追加

②　病院管理、臨床医学に関する指標を修正

　今回、中間評価調査団は、PDM2にターゲットグループ等欄外の記載を追加して、この２年

10か月間のプロジェクト期間を対象とする評価のためのPDM（PDMe）を作成した。なお、評

価の結果、プロジェクト後半のニーズに従い、PDMを修正することが提言された。

（２） 主な調査項目と情報・データ収集方法

　PDMeに基づき、実績、実施プロセスの確認及び評価５項目ごとの調査項目、情報・データ

収集方法を次のとおり設定した。
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評価項目 調査項目 必要なデータ 調査方法

投入実績 日本側、ベトナム側の各投入リスト プロジェクト資料レビュー実　績

成　果 １　病院管理
２　臨床医学
３　看護管理
４　検査室管理
５　地域医療指導
のPDM上の指標

プロジェクト資料レビュー、イ
ンタビュー

活動の実施状況 活動実績 資料レビュー

モニタリング 体制、PDMの変遷 資料レビュー

実施のプ
ロセス

オーナーシップ 予算、意欲等 資料レビュー
上位目標と政策 保健医療分野政策 資料レビュー

目標とニーズ合致 ターゲットのニーズ インタビュー

投入、活動と成果 投入、活動の妥当性 関係者への質問

妥当性

援助協調 他ドナーの援助状況 BMHへの質問

プロジェクト目標
の達成度

プロジェクト目標各指標 資料レビュー、インタビュー

成果達成の適正度 達成された成果は適正なものであ
ったか

ワークショップ

有効性

投入のタイミング 投入はタイミングよく実施された
か

ワークショップ

投入の実績 投入は有効に利用されたか ワークショップ

投入のタイミング 投入はタイミングよく実施された
か

ワークショップ

カウンターパート カウンターパートは引き続きBMH
で勤務しているか

プロジェクト資料レビュー

効率性

BMHで研修を受
けたスタッフは北
部ベトナムの病院
で勤務を継続して
行っているか

BMHで研修を受けた北部ベトナム
の病院スタッフ数

プロジェクト資料レビュー

北部地域への波及 研修、地域医療指導部（DOHA）活
動状況

プロジェクト資料レビュー

カウンターパート
の意識改善

BMHスタッフの意欲に変化があっ
たか

インタビュー、ワークショップ

インパク
ト

他地域への波及 北部以外の地域や第三国への波及
実績

インタビュー

政策との一致 保健医療分野の政府政策の継続性 資料レビュー、インタビュー

カウンターパート数、スタッフ数 資料レビュー、インタビュー

予算配分 資料レビュー
BMHの実施機関
としての能力

収支バランス 財務諸表レビュー

自立発展
性

自主的管理 小集団活動状況 インタビュー
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